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平方数・双子素数 

 

 （２０２５，２０２７，２０２９）は，３つの連続する奇数の組で，最も小さい数である２０２５が平方

数で，残りの数の２０２７と２０２９が素数です。このように，３つの連続する奇数あるいは偶数の組のな

かで，最も小さい数が平方数で，残りの数が素数であるような組のうち，３つの整数がどれも２０２７より

小さいものをすべて答えなさい。 
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平方数・双子素数 

（１，３，５），（９，１１，１３），（２２５，２２７，２２９），（１０８９，１０９１，１０９３） 

 

 偶数の素数は２という１つの整数しか存在しないので，３つの連続する偶数の組が問題の条件を満たす可

能性はありません。よって，３つの連続する奇数の組のみを考えると，まず（１，３，５）が見つかります。 

３と５のように，連続する奇数の素数の組は，「双子素数」といいます。３と５以外の双子素数はどちら

も２および３の倍数ではないので，６で割ったときの余りが０，２，３，４である数は除外されます。６で

割って１余る数と５余る数の組のうちで連続する奇数となるのは，６で割って５余る数が６の倍数より１小

さい数であることから，ある整数ａについて，６×ａ－１と６×ａ＋１の形で表すことができる数の組です。 

 たとえば，６×１－１＝５と，６×１＋１＝７は双子素数です。よって，連続する３つの奇数の組が 

（６×ａ－３，６×ａ－１，６×ａ＋１）という形で表せて， 

６×ａ－３が平方数，６×ａ－１と６×ａ＋１が双子素数となる場合を探します。 

６×ａ－３は３の倍数なので，素因数分解をすると３を必ず含みます。また，平方数であることから，３を

２個，４個，６個，…と偶数個含みます。よって，３×３＝９の倍数です。さらに，奇数であることから，

９×（奇数の平方数）となります。順に調べていくと，次のようになります。 

 

９×１×１＝９のときの（９，１１，１３） 

 明らかに条件を満たします。 

 

９×３×３＝８１のときの（８１，８３，８５） 

 ８５が５の倍数なので，条件を満たしません。 

 

９×５×５＝２２５のときの（２２５，２２７，２２９） 

 １３×１３＝１６９，１７×１７＝２８９であることから，２２７と２２９が１３以下の素数の倍数にな

っているかを調べます。２の倍数は偶数，３の倍数は各位の数の和が３の倍数，５の倍数は一の位が０か５

なので，明らかに２，３，５の倍数にはなっていません。また，７，１１，１３でも割り切れないので， 

２２７と２２９は素数です。よって，条件を満たします。 

 

９×７×７＝４４１のときの（４４１，４４３，４４５） 

 ４４５が５の倍数なので，条件を満たしません。 
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９×９×９＝７２９のときの（７２９，７３１，７３３） 

 ２３×２３＝５２９，２９×２９＝８４１であることから，７３１と７３３が２３以下の素数の倍数にな

っているかを調べます。７３１が１７で割り切れる（７３１＝１７×４３）ので，条件を満たしません。 

 

９×１１×１１＝１０８９のときの（１０８９，１０９１，１０９３） 

 ３１×３１＝９６１，３７×３７＝１３６９であることから，１０９１と１０９３が３１以下の素数の倍

数になっているかを調べると，どの素数の倍数にもなっていないので，どちらも素数であることがわかりま

す。よって，条件を満たします。 

 

９×１３×１３＝１５２１のときの（１５２１，１５２３，１５２５） 

 １５２５が５の倍数なので，条件を満たしません。 

 

９×１５×１５＝２０２５なので，以上で全てとなります。 

よって，（１，３，５），（９，１１，１３），（２２５，２２７，２２９），（１０８９，１０９１，１０９３）

が答えとなります。 
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